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駐在編
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自己紹介
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1975/4～1981/6 ヤマハ㈱入社 インドネシア工場立上支援分野配属

1981/6～1987/3 インドネシア工場生産課長 電子鍵盤楽器の組立生産

1987/3～1995/7 インドネシア工場長 電子楽器、ピアノ、ギターの輸出拠点化

1995/7～2005/3 帰国、インドネシアを普及品の生産拠点化するプロジェクト

2005/3～現在 ヤマハ退職、インドネシア進出サポートコンサルタントとして独立

  インドネシア語翻訳・通訳

静岡大学客員教授、専修大学客員講師

独立行政法人日本貿易振興機構(JETRO)専門家

独立行政法人 中小企業基盤整備機構アドバイザー

一般社団法人海外事業支援センター(OBAC)アドバイザー

一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）講師

一般社団法人日本インドネシアビジネス協会(ABJI)理事

などを経歴し、これまでのインドネシア進出支援企業数は約100社
インドネシアと
の関わりも51年
になりました



セミナー要旨
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• 習慣、文化、宗教、法律、言語の異なるインドネシアにおいて、問題を
抱えて苦悩している日本人を時々見かけます。

• 本社に頼れないだけでなく、現地に於いても限られたリソースやネット
ワークで、孤軍奮闘している姿には心が痛みます。

• そこで、50年間のインドネシアでの仕事の経験を基に、労務・経理・税

務・総務・営業・製造・調達・貿易・物流・駐在の各分野での、お困りご
と相談と題するセミナーをシリーズで開催することにしました。

• このセミナーでは、駐在生活で想定されるお困りごとをいくつか取り上
げて、それへの対応策を解説します。

• このセミナーが、孤軍奮闘されている駐在員にとって、少しでもお役に
立てることを願っております。

• 参考資料 インドネシア赴任前セミナー2025年版

https://www.hmkt.jp/231_funin2025.pdf
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1. 家事手伝い人
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インドネシア人の家庭では普通に使われている家事手伝い人を、自分の家でも使うべき
かどうか判断に困っている。

 2000年以前はほとんどの日本人宅でも、当時はお手伝いさんを意味するインドネシア
語の“Pembantu”を普通に使っていました。

 最近では、特に都市部では、多くの日本人は高層アパートに住むようになったこともあ
り、“ART:Asisten Rumah Tangga”と呼ばれるようになった、家事手伝い人も使わない
ケースが多いようです。

 しかし、一軒家に単身赴任で家事をするのが大変であるとか、家族帯同で小さな子供
達の面倒を見て欲しい場合は、月2万円前後の賃金で、住み込み、あるいは通いの家
事手伝い人を使うことをお薦めします。

 家事手伝い人を使っている知り合いのインドネシア人や、知り合いの日本人宅で永く働
いている家事手伝い人から紹介してもらうのが安心ですが、それが出来ない場合は
OLXやPembantu.comのような紹介機関に頼ることも可能です。

https://www.olx.co.id/jasa-lowongan-kerja_c97/q-pembantu-rumah-tangga
https://pembantu.com/


2. 社用車運転手
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日本人駐在員の社用車運転手を雇用する際に、安全面を重視して正社員にすべきかど
うか分からなくて困っている。

 安全性を最優先するのであれば、正社員として雇用契約し、安全教育を十分に施し、
実際の勤務状況も細かく管理すべきです。

 しかし、経営上のコスト面で難しい場合は、最長5年間の期間契約で雇用し、問題があ
れば途中で解雇して別の人間を採用することも可能です。

 あるいは安全運転管理を行っているレンタカー会社、またはリース会社と長期契約し、
コストと安全の両面のバランスを取ることも可能です。

 インドネシアのレンタカー会社は多様で、ASSA Rent、INDORENT（CSM Corporatama）、
MPMRentなど、法人（長期/年間）と個人（日/月）の両方のサービスを提供する会社が

あり、メンテナンス、保険、ドライバーなどのサービスが完備された様々な車種を提供し
ています。

 Hamatransのように運転手に日本語の訓練を施している会社もあります。

https://hamatrans.com/


3. 慢性疾患の処方箋

7

日本では定期的に主治医から処方箋を出して貰い、慢性疾患の薬を入手しているが、イ
ンドネシアに滞在中はそれが出来なくて困っている。

 ジャカルタにある多くの日本人向けクリニックは処方箋を出してくれます。 

 これらのクリニックでは、日本人医師や日本語対応可能なスタッフが常駐しており、診
察から薬の処方までを日本語でスムーズに行うことが可能です。

 多くのクリニックは院内に薬局を併設しているか、近くの薬局と提携しており、診察後す
ぐに薬を受け取ることができます。

 ジャカルタ周辺の日本人向けクリニック

• タケノコ診療所
• 共愛メディカルサービス
• Kizuna Clinic

https://takenokogroup.com/id/ja/beranda-japanese/
https://www.kyoaims.com/
https://kizuna-clinic.com/


4. 現地での出産
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帯同している妻が妊娠したが、出産は日本ですべきか、インドネシア国内でも大丈夫なの
か分らなくて困っている。

 初産の場合は、勝手も分からなくて不安が大きいと思うので、日本に一時帰国しての出
産をお薦めします。

 二人目以降の出産でしたら、現地の主な総合病院であれば、私自身の経験上も安心し
て任せられると思います。

 主な総合病院
• Siloam Hospitals Group：多数の拠点と最新設備を備えた最大規模のネットワーク

で、国際認定を取得している施設も多数あります。
• Mitra Keluarga Group：専門サービスセンター（がん、心臓、母子医療）を擁する広

範なネットワーク。
• Primaya Hospital：包括的な設備を備え、急速に拡大するネットワーク。
• Tzu Chi Hospital, PIK, Jakarta：非営利のサービスで、国際基準を満たしながらも人

間味あふれるサービスを提供しています。
• Rumah Sakit Pondok Indah (RSPI)（RSPI）：ジャカルタにある高級私立病院。
• RS Premier Jatinegara：JCI認定を受け、脳卒中治療（神経センター）に優れています。



5. 現地での手術治療

9

日本人駐在員が大病に罹り、現地の医師からは手術が必要と言われているが、果たして
現地の病院で手術をするのが良いのか分らなくて困っている。

 大掛かりな手術をインドネシア国内の病院で行うことは避けて、出来るだけ日本に帰国
させて受けることをお薦めします。

 インドネシアの国の各界の指導者が、大病の治療や手術をインドネシアではなく、シン
ガポールやアメリカで受けることがその実証です。

 日本の医大を卒業した、日本語の流暢な医師も居ますが、比較的簡単な外科手術にも
拘わらず、完治出来ずに後遺症が残った事例を身内で経験しています。

 問題になるのは、重病患者を日本に搬送する際の制約で、定期航空便は緊急時の対
応が出来ないとの理由で、搭乗させてくれないのが普通です。

 その時の為に、プライベートジェットを利用することが出来る、緊急搬送保険に加入して
おくことをお薦めします。



6. 帯同子女の教育
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小学生の子供を帯同赴任したいが、日本人学校など現地での学校教育の環境が良く分
からなくて困っている。

 ジャカルタ周辺、チカラン地区、スラバヤ周辺であればそれぞれの日本人学校に通学
させることが可能です。

 但し、いずれも幼稚園から中学校までですので、高等学校は最寄りのインターナショナ
ルスクールに入学させるか、日本に帰国させるかの選択をしなくてはなりません。

 インドネシアに永住するのであれば、インドネシアの普通校に通わせることも考えられ
ますが、帰国後に日本の高等学校、大学へと進学するのであれば、日本語あるいは英
語での教育が必須です。

 ジャカルタ日本人学校は、日本の製造企業が多く入居する西ジャワ州の工業団地群と、
ジャカルタを挟んで反対側の西方に位置し、スクールバスの運行範囲にあるジャカルタ
市内の住居から通勤するのが困難なため、チカラン日本人学校の方面に転居する事
例が多いようです。

https://www.jjs.or.id/
https://cjs.or.id/
https://surabayajapaneseschool.edumap.jp/
https://www.international-schools-database.com/country/indonesia
https://www.international-schools-database.com/country/indonesia


7. インドネシア人との結婚
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日本人駐在員の独身の部下が、インドネシア人でイスラム教の女性と結婚することを望
んでいるが、将来のことを考えると、本当に良いのか分らなくて困っている。

 私人の知り合いで、インドネシア人の女性と結婚した日本人を数えると、おそらく20人く
らいになることでしょう。

 ほとんどのケースは独身で赴任して、色々な場面で知り合った相手との結婚ですが、
中には単身赴任の間に深い仲となり、日本の家族と縁を切り、インドネシアの女性と再
婚したケースもあります。

 帰国して日本に住んでいるケースと、そのままインドネシアに残り、何らかの仕事をして
いるケースに分かれますが、知っている限りでは結婚生活を続けているようです。

 結婚相手がイスラム教徒である場合は、男女の区別なく、イスラム教徒に改宗すること
が戒律で厳しく定められていますが、厳格に戒律を守っている人も居れば、建前だけに
留めている人も居ます。

 日本人としてイスラム教徒に配慮すること

https://www.hmkt.jp/40_islam.pdf


8. ネットワーク作り
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日本人駐在員は自分一人だけで、仕事の面でも日本企業との付き合いは少ないため、毎
日が孤独な環境であるが、どうしたら改善出来るのか分らなくて困っている。

 ジャカルタ周辺であれば、Jakarta Japan Clubの個人部会に入会し、自分に合ったクラブ
活動に参加することで、気の合う知り合いを増やせるかもしれません。

 法人部会に入会すると、日系の同業他社との定期会合や、ゴルフコンペを通じて、仕事
上の知り合いを増やすことが出来ます。

 インドネシア国内には、以下の様な県人会がありますので、参加してみると良いでしょう。
• 大分県人会：『さぬき会』も開催し、県庁職員視察団との交流も。
• 宮崎県人会：同様に、出身者や関係者で集まります。
• みちのく会：東北地方出身者向け。
• 和歌山県人会：定期的な懇親会を実施。

• 埼玉県人会（彩の国会）：ゴルフコンペや懇親会を定期開催し、メンバーを募集し
ています。

• 千葉県人会：隔月で食事会やゴルフコンペを開催し、130名を超えるメンバーが参
加する活気ある会。 

https://jjc.or.id/kojin/club/
https://jjc.or.id/hojin/


9. 健康管理
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一年中暑く、食事は辛くて甘くて塩分と油分が多く、仕事上の付き合いで夜遅くまで飲む
ことが多いため、永年滞在していると体を壊すのではないかと心配で困っている。

 単身赴任で、食生活に不注意で、毎晩のように夜遅くまで飲んでいた知人は、2年が過
ぎた辺りで体を壊して帰国してしまいました。

 私はインドネシアの大先輩から、駐在中は体力7、気力2、知力1の配分を守れと厳しく
言われました。

 一年中暑くて湿度が高い熱帯雨林気候の下では、その気候に生まれ育っていない日
本人は体力を多めに消耗するため、熱帯医学の専門医師からは、休息を軽視してはい
けないと言われました。

 日本人は何万年もの間、米、味噌汁、根菜、魚などの食事で体が作られて来たので、
急にインドネシアの食事に替えるのではなく、時間をかけて徐々に割合を変えて行くこ
とが必要だとも言われました。

 特に長期駐在の場合は、インドネシアの気候に適応するためにも、現地の食事を摂る
ことも必要でしょう。 



10.永住滞在
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インドネシア駐在中にこの国がとても好きになり、幸い現地での仕事先も確保出来たので、
日本には帰らないで永住したいが、それが正しい選択なのか分らなくて困っている。

 インドネシア人の女性と結婚して現地で事業を営んでいるケースや、家族で残って事業
を営んでいるケースなど、何人かの知り合いはいますが、皆さんそれぞれに成功してい
ます。

  但し、最新の入国管理法では、最長の滞在ビザは10年間で、投資をする場合は
USD500万、投資をしない場合はUSD70万の資金が必要とされます。

 自国民の人口が多いインドネシアでは、永住許可や国籍を取得するのは、2026年ワー

ルドカップのインドネシア代表選手とすべく、欧州の選手に対して特例法により国籍を
与えた事例はありますが、普通は難しいでしょう。

 滞在ビザの問題はありますが、もしも私が未だ若くて独身であったならば、インドネシア
での永住を決心していたかもしれません。



最新のインドネシア情報はこちらから
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インドネシア進出サポート公式サイト
https://www.hmkt.jp/
インドネシア進出準備から撤退までの要点を簡潔にまとめたサイトです。
毎月1日発行のメルマガのバックナンバーも掲載しています。
（Googleトップランキング）

インドネシア最新情報ブログ
https://per-inc.com/blog/
あらゆる分野での情報を毎日、どんなメディアよりも早く紹介しています。

インドネシア進出サポートウエブセミナー
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
公式サイトに掲載されたセミナースライドサンプルの中から、ダウンロード件数の多い
もの順に音声解説付きのスライドをアップロードしています。
インドネシア週刊ニュースダイジェストも毎週月曜日に発信しています。

愛する二つの祖国である、日本とインドネシアの発展のため、
全てのコンテンツは無料で公開されています

https://www.hmkt.jp/
https://www.hmkt.jp/
https://per-inc.com/blog/
https://per-inc.com/blog/
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
https://www.youtube.com/channel/UCXghuRz7zRX5jLOXu75rQjQ
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ご清聴ありがとうございました
ここからは質疑応答です
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